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は
じ
め
に 

  

滋
賀
県
に
は
活
発
な
物
流
網
や
近
江
商
人
に
よ
る
問
屋
制
生
産
な
ど

を
背
景
に
、
窯
業
や
織
物
業
、
細
工
物
な
ど
様
々
な
産
業
が
勃
興
し
、

発
展
し
て
き
た
（

1
）

。
こ
れ
ら
は
各
地
の
特
産
物
と
し
て
定
着
し
、
人
々

の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
を
支
え
続
け
て
き
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
経

済
構
造
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
は
後

退
し
た
が
、
伝
統
産
業
と
し
て
各
地
域
の
特
色
を
物
語
る
存
在
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
愛
知
川
町
に
は
酒
造
業
や
刺
繍
業
な
ど
が
あ
る
が
、

特
に
「
近
江
上
布
」
で
有
名
な
麻
布
業
は
湖
東
地
方
の
一
大
産
業
と
し

て
盛
ん
で
あ
っ
た
。 

 

滋
賀
県
の
麻
布
業
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
を
対
象
時
期
と
し
た
研
究

を
み
る
と
、
ま
ず
、
江
頭
恒
治
氏
の
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
（

2
）

。
江
頭
氏

は
聞
き
取
り
調
査
と
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
、
①
産
地
問
屋
で
あ
る
買
次

商
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
②
輸
入
防
遏
・
産
業
振

興
を
目
的
に
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
日
本
初
の
機
械
使
用
製

麻
会
社
と
し
て
近
江
麻
絲
紡
織
会
社
（
大
津
）
が
、
農
商
務
省
・
県
当

局
の
後
押
し
と
有
力
買
次
商
の
出
資
に
よ
り
開
業
し
た
こ
と
、
③
明
治

末
期
か
ら
力
織
機
の
導
入
が
試
み
ら
れ
る
が
、
持
下
り
商
や
仲
買
人
、

小
売
商
を
兼
ね
る
製
造
人
（
仕
入
屋
・
布
屋
）
の
問
屋
制
生
産
も
依
然

と
し
て
残
り
、
両
者
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

工
場
制
の
進
展
つ
い
て
は
周
辺
自
治
体
史
に
も
記
述
が
み
ら
れ
、
例
え

ば
、
彦
根
に
は
、
近
江
物
産
会
社
（
明
治
二
二
年
）
、
野
村
織
物
工
場
（
明

治
二
五
年
）
、
日
夏
製
織
（
大
正
九
年
）
な
ど
が
地
元
買
次
商
ら
の
手
で

設
立
さ
れ
、
東
洋
麻
糸
紡
績
と
い
っ
た
大
企
業
も
大
正
一
三
（
一
九
二

四
）
年
に
洋
麻
製
織
部
門
を
彦
根
に
進
出
さ
せ
て
い
る
（

3
）

。
そ
し
て
、

中
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
滋
賀
県
麻
布
業
の
変
遷
を
ま
と

め
た

『
近
江
麻
布
史
』
も
主
要
な
文
献
で
あ
り
、
同
業
組
合
の
設
立
や
阿
部

市
郎
兵
衛
・
山
中
利
右
衛
門
・
堤
惣
平
ら
有
力
買
次
商
の
功
績
、
工
業

試
験
場
の
設
置
と
役
割
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
し

て
い
る
（

4
）

。 

 

し
か
し
、
何
れ
も
概
略
に
止
ま
っ
て
お
り
、
生
産
量
の
推
移
や
力
織

機
導
入
の
要
因
、
同
業
組
合
の
活
動
や
買
次
商
・
製
織
業
者
の
経
営
実

態
な
ど
未
解
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
近
代
資
本
主
義
の
進
展

に
伴
っ
て
滋
賀
県
麻
布
業
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
、
そ
の
全
体

像
を
よ
り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
過
程
の
全
体
像
を
一
層

深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期

近
代
の
滋
賀
県
湖
東
麻
布
業
に
関
す
る
一
考
察 

―
一
九
〇
〇
〜
三
〇
年
代
を
中
心
に

― 

久 

岡 

道 

武 
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ま
で
を
対
象
に
、
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
存
し
て
い
る

幾
つ
か
の
史
料
と
統
計
デ
ー
タ
か
ら
生
産
動
向
や
産
業
構
造
に
つ
い
て

の
若
干
の
考
察
を
行
な
い
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
足
掛
か
り
と
し
た

い
。 

 

一 

同
業
組
合
の
活
動
と
麻
布
生
産
の
盛
衰 

  

明
治
維
新
以
降
の
滋
賀
県
麻
布
業
は
新
し
い
経
済
体
制
や
粗
製
濫
造

問
題
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
維
新
後
は
彦
根
藩
の
生
産
局
の
下

で
麻
布
生
産
は
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
廃
藩
置
県
に
よ
る
生
産
局
の
廃

止
と
株
仲
間
の
解
散
に
よ
り
、
買
次
商
や
製
織
業
、
晒
業
な
ど
各
種
麻

布
関
連
業
者
は
生
産
・
流
通
秩
序
の
混
乱
、
粗
製
濫
造
に
よ
る
品
質
低

下
と
い
う
大
問
題
に
直
面
し
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
堤
惣
平
や
阿

部
市
郎
兵
衛
な
ど
の
有
力
買
次
商
ら
は
麻
布
関
連
業
種
全
て
を
統
轄
す

る
組
合
機
関
（
明
治
一
一
年
、
近
江
麻
布
蚊
帳
改
会
所
↓
明
治
一
八
年
、

近
江
麻
布
営
業
組
合
↓
明
治
三
二
年
、
近
江
麻
布
同
業
組
合
）
を
設
立

し
、
厳
重
な
製
品
検
査
制
度
の
整
備
を
計
っ
た
（

5
）

。
検
査
制
度
の
拡
充

は
製
品
へ
の
信
用
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
同
業
組

合
設
立
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
会
や
品
評
会
の
開
催
な
ど

技
術
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
は

染
晒
試
験
場
を
設
置
し
た
。
こ
の
試
験
場
は
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）

年
の
工
業
試
験
場
の
設
立
（
能
登
川
）
を
受
け
て
廃
止
さ
れ
る
が
、
製

織
や
染
色
、
晒
技
術
の
改
善
に
貢
献
し
た
（

6
）

。
ま
た
、
県
当
局
も
勧
業

政
策
の
一
環
と
し
て
、
技
術
改
善
と
普
及
を
重
視
し
て
お
り
、
組
合
へ

ノ
補
助
金
交
付
に
応
じ
て
い
た
。
以
下
は
そ
れ
を
示
す
史
料
で
あ
る
。 

史
料
１
「
県
費
補
助
請
願
」（
7
） 

 

当
組
合
ハ
先
年
以
来
染
晒
改
良
ノ
為
メ
試
験
場
ヲ
設
置
候
ニ
付

年
々
歳
々
県
費
補
助
ヲ
受
ケ
ツ
ゝ
ア
リ
既
ニ
前
年
度
ハ
補
助
金
壱

千
円
御
下
附
相
成
誠
ニ
当
組
合
ノ
幸
ト
ス
ル
処
ニ
御
座
候
而
シ
テ

明
治
三
拾
七
年
度
ハ
一
層
事
業
ヲ
拡
張
致
シ
候
ニ
附
テ
ハ
自
然
別

紙
予
算
書
ノ
通
リ
経
費
ノ
増
加
ハ
勢
ヒ
不
止
得
ノ
結
果
ニ
有
之
候

要
ス
ル
ニ
其
方
法
ハ
従
来
ノ
試
験
場
ハ
依
然
之
レ
ヲ
継
続
シ
専
ラ

染
晒
ニ
附
テ
ハ
種
々
講
究
ヲ
為
シ
尚
ホ
一
面
ニ
ハ
其
結
果
ヲ
大
試

験
ニ
移
シ
好
果
ヲ
得
ル
ニ
随
テ
之
レ
ヲ
汎
ク
当
業
者
ニ
教
示
シ
実

行
ヲ
期
ス
ル
ニ
ア
リ
而
シ
テ
是
レ
カ
実
行
ヲ
計
ル
ニ
ハ
新
ニ
模
範

場
ヲ
設
ケ
実
地
ノ
試
験
的
業
務
ヲ
督
励
実
行
セ
シ
メ
ハ
伝
授
上
且

ツ
普
及
上
簡
易
ニ
シ
テ
自
然
頑
固
ナ
ル
営
業
者
モ
其
施
設
ノ
効
果

ヲ
感
染
セ
シ
メ
大
ニ
改
良
ノ
急
務
タ
ル
念
慮
ヲ
発
展
セ
シ
ム
ル
方

法
ヲ
執
ル
ノ
計
画
ニ
有
之
此
ノ
効
果
ヲ
発
展
シ
当
業
者
ニ
対
シ
実

地
ニ
其
方
法
ヲ
履
行
セ
シ
ム
ル
規
定
ヲ
制
定
シ
積
年
ノ
悪
弊
ヲ
矯

正
セ
シ
メ
ン
ト
鋭
意
熱
心
之
レ
カ
矯
正
的
励
行
ヲ
計
ル
ニ
ア
リ
就

テ
ハ
之
レ
カ
実
行
ヲ
期
ス
ル
ニ
ハ
其
費
額
計
金
弐
千
五
百
九
拾
弐

円
五
拾
八
銭
ノ
多
額
ニ
登
リ
タ
ル
ニ
至
ル
茲
ニ
当
組
合
現
今
ノ
状

態
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
我
組
合
経
常
費
ノ
如
キ
モ
逐
年
膨
張
シ
三
拾
七

年
度
ハ
一
万
余
円
ノ
経
費
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ニ
決
議
相
成
候
ニ
付

テ
ハ
其
他
以
外
ノ
経
費
ヲ
賦
課
セ
ン
ト
セ
ハ
却
テ
斯
業
ノ
進
歩
改

良
ノ
途
ヲ
失
シ
意
外
ノ
不
結
果
ヲ
醸
成
ス
ル
ヤ
モ
難
計
候
ニ
付
何

卒
本
予
算
ノ
内
則
チ
金
壱
千
円
御
補
助
被
成
下
度
此
段
及
請
願
候

也 

 

明
治
三
拾
六
年
十
一
月
二
十
八
日 
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近
江
麻
布
同
業
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組
長 

中
村
芳
三
郎 

 
 

滋
賀
県
知
事 

鈴
木
定
直
殿 

  

史
料
の
内
容
は
、
試
験
場
で
の
研
究
成
果
の
普
及
の
場
と
し
て
模
範

場
を
設
け
た
い
が
、
そ
の
運
営
・
建
設
費
を
組
合
経
費
だ
け
で
賄
う
に

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
県
に
壱
千
円
の
補
助
金
交
付
を
請
け
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
請
願
は
、
試
験
所
設
置
年
度
か
ら
廃
止

さ
れ
る
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
、
交
付
金
を
受
給
し
て
い
た
。
た

だ
し
、
実
際
の
交
付
額
は
申
請
額
よ
り
低
か
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
四

〇
（
一
九
〇
七
）
年
度
は
二
千
百
五
〇
円
を
申
請
し
た
が
、
交
付
額
は

壱
千
三
百
円
と
六
割
程
度
で
あ
り
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
度
は

壱
千
円
を
申
請
し
た
が
、
交
付
額
は
六
百
円
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
交
付
額

が
要
求
通
り
で
は
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
県
の
支
援
を
受
け
つ

つ
、
麻
布
業
者
は
組
合
を
中
核
と
し
て
他
産
地
と
の
競
争
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
勝
ち
抜
く
か
に
腐
心
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

組
合
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、

本
稿
で
は
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
が
、
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
明

治
三
〇
年
代
に
み
ら
れ
る
生
産
量
の
急
増
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

表
１
は
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
滋
賀
県
産
麻
布
の
生
産
量
と
全
国
シ

ェ
ア
を
三
ヵ
年
毎
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
等
品
で
あ
る
上
布
・
着

尺
麻
布
は
低
位
で
あ
っ
た
が
、
伝
統
的
製
品
で
あ
っ
た
生
麻
布
・
晒
布

は
急
速
に
生
産
量
を
伸
ば
し
、
全
国
生
産
量
の
六
割
も
の
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
。
当
時
の
主
力
製
品
は
生
平
や
白
絣
、
赤
苧
絣
、
紺
絣
で
あ

っ
た
。
生
平
は
経
・
緯
糸
と
も
苧
麻
や
大
麻
を
使
用
し
て
い
た
が
（
旧

製
生
平
）
、
明
治
以
降
に
は
、
経
糸

に
機
織
が
容
易
な
苧
麻
紡
績
糸
や

輸
入
ラ

ミ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
（
半
洋
生
平
）
。
ま
た
、
絣

類
は
極
細

の
苧
麻
や

亜
麻
を
使

用

し
、
捺
染
や
機
織
技
術
に
熟
練
を
要

す
る
製
品
で
あ
っ
た
（

8
）

。 

 

と
こ
ろ
が
、
日
露
戦
後
か
ら
生
麻

布
・
晒
布
の
生
産
量
が
次
第
に
減
少

し
て
お
り
、
大
正
期
に
な
っ
て
か
ら

は
減
少

の
度
合
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
全
国
生
産
量

は

増
加

傾

向
で

あ
る

に
も
関
わ
ら

ず
、
県
内
生
産
量
は
反
対
に
減
少
し

て
お
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
時

の
シ
ェ
ア
は
最
盛
期

の
四
分
の
一

に
、
反
動
恐
慌
以
後
は
一
割
に
ま
で

大
き
く
縮
小
し
て
い
る
。
一
方
、
上

布
・
着
尺
麻
布
は
、
明
治
末
期
に
増

加
し
て

い

る
が

第
一

次
世

界
大

戦

終
了
時
に
は
落
ち
込
む
と
い
う

不

安
定
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
何
れ

に
し
て
も
、
滋
賀
県
麻
布
業
は
明
治

末
期
か
ら

長
期
間
に

渡
っ
て

停
滞

し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

 

表１
種類
年度 全国（反） 滋賀県（反） 比率（％） 全国（反） 滋賀県（反） 比率（％）
明治30（1897） 943,938 168,227 (17.8) 24,828 6,860 (27.6)
　　　33（1900） 537,102 342,637 (63.8) 158,528 1,750 (1.1)
　　　36（1903） 393,697 251,666 (63.9) 80,309 1,042 (1.3)
　　　39（1906） 781,402 446,722 (57.2) 31,683 2,547 (8.0)
　　　42（1909） 719,471 369,657 (51.4) 42,470 1,128 (2.7)
　　　45（1912） 832,037 360,781 (43.4) 113,787 10,588 (9.3)
大正　4（1915） 855,336 218,372 (25.5) 317,306 16,744 (5.3)
         7（1918） 1,439,571 215,939 (15.0) 191,574 5,984 (3.1)
       10（1921） 1,442,242 105,688 (7.3) 130,846 9,457 (7.2)

（出所）各年『農商務省統計表』より作成
（注）①晒布は明治31(1898)年度まで記載　②着尺麻布は大正4(1915)年度から記載

滋賀県産麻布の生産量と全国比率（明治後期～大正期）
生麻布・晒布 上布・着尺麻布
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う
。
そ
れ
で
は
、
生
産
量
減
少
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
報
告
書
が
現
存
し

て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
原
因
の
一
端
を
み
て
み
よ
う
。 

 

史
料
２
「
商
況
」 

①
明
治
四
四
年
七
〜
九
月 

夏
織
物
ノ
取
引
終
了
期
ト
テ
例
年
荷
動
少
キ
ニ
加
ヘ
テ
商
況
不
振

ノ
為
メ
機
械
ノ
声
殆
ン
ト
絶
ヘ
製
織
休
止
ノ
姿
ヲ
呈
セ
ル
モ
或
種

類

ニ

ヨ
ツ

テ

ハ

先

途

原

料

高
ヲ

見
込

ミ
買

進
ミ
ノ
模
様
ア
リ
テ

稍
々
価
格
ノ
引
キ
戻
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
単
ニ
僅
カ
ノ
気
合
ノ

ミ
ニ
テ
敢
テ
記
載
ス
ヘ
キ
程
ノ
コ
ト
ナ
シ
兎
モ
角
所
謂
蟄
伏
期
ニ

テ
将
来
発
表
ノ
画
策
中
ナ
ル
モ
余
リ
有
望
ナ
ル
材
料
ハ
見
当
ラ
サ

ル
状
況
ナ
リ
（

9
） 

②
同
年
十
〜
十
二
月 

今
期
ハ
前
期
ニ
比
シ
多
少
ノ
取
引
行
ハ
レ
稍
ニ
活
気
ヲ
帯
ビ
タ
リ

之
レ
一
般
冬
織
物
ノ
好
況
ナ
ル
ヤ
ニ
基
因
ス
ル
ノ
感
ア
リ
製
造
者

ハ
製
造
ニ
励
ミ
賃
織
ノ
委
託
ハ
漸
ク
盛
ト
ナ
リ
続
々
製
織
セ
ラ
レ

タ
ル
モ
歳
末
ニ
接
ス
ル
ニ
随
ヒ
金
融
益
〃
引
締
リ
タ
ル
為
メ
充
分

ナ
ル
取
引
ヲ
見
ル
ニ
及
ハ
ス
シ
テ
歳
ヲ
終
ヘ
タ
リ
（

10
） 

③
明
治
四
五
年
一
月
〜
三
月 

本
期
一
月
中
ハ
少
々
取
引
行
ハ
レ
先
途
好
望
ナ
リ
シ
カ
思
慮
シ
一

般
励
ミ
居
リ
シ
ガ
二
月
ニ
至
リ
漸
次
不
振
ノ
状
態
ヲ
呈
シ
取
引
一

時
中
止
ト
ナ
リ
シ
ガ
然
レ
ト
モ
製
造
者
ハ
季
節
切
迫
セ
バ
商
気
反

テ
一
層
ノ
発
展
ヲ
見
ル
ナ
ラ
ン
ト
予
想
シ
製
造
業
者
ハ
益
ゝ
製
造

ニ
努
メ
居
リ
シ
モ
金
融
ノ
引
締
ヲ
告
ク
ル
ト
尚
ホ
米
価
ノ
騰
貴
セ

シ
ガ
為
メ
販
売
業
者
一
般
手
控
ト
ナ
リ
非
常
ノ
沈
静
ニ
テ
今
期
ヲ

終
ル
（

11
） 

④
同
年
四
月
〜
六
月 

本
期
ハ
季
節
切
迫
セ
ル
ニ
モ
不
抱
一
般
夏
織
物
ノ
不
振
ト
金
融
ノ

引
締
ヲ
告
ゲ
タ
ル
ト
尚
ホ
米
価
ノ
騰
貴
セ
ル
為
メ
販
売
業
者
ハ
一

般
手
控
ト
ナ
リ
取
引
方
ハ
総
テ
小
口
取
引
ニ
シ
テ
沈
静
ノ
中
ニ
今

期
ヲ
終
ル
（

12
） 

  

す
な
わ
ち
、
明
治
末
期
に
お
い
て
は
、
金
融
逼
迫
と
米
価
高
に
よ
る

消
費
減
退
が
生
産
増
加
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い

う
も
の
の
、
こ
の
時
期
の
生
産
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
い
た
と
は
い
え
約

四
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
落
ち
込
み
が
甚
だ
し
い
大
正
期
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
第
一
次

世
界
大
戦
期
の
商
況
か
ら
興
味
深
い
点
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
史
料

の
現
存
は
確
認
で
き
な
い
が
、
『
近
江
麻
布
史
』
に
大
正
六
（
一
九
一
七
）

年
度
の
商
況
を
転
載
し
て
い
る
。
や
や
長
文
な
の
で
重
要
な
箇
所
の
み

引
用
し
よ
う
。
大
戦
景
気
に
よ
り
「
七
月
幸
ニ
天
候
ノ
好
順
ナ
ル
ト
綿

糸
界
ノ
大
飛
躍
ニ
依
リ
人
気
旺
盛
ト
ナ
リ
全
部
ノ
製
品
ヲ
売
尽
シ
尚
品

不
足
ヲ
訴
フ
ル
盛
況
」
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
三

月
下
旬
「
原
糸
ノ
高
値
ヲ
呈
シ
営
業
者
採
算
上
不
引
合
ナ
ル
ヨ
リ
製
織

手
控
ノ
傾
向
」
、
八
月
以
降
「
一
朝
綿
糸
ノ
惨
憺
タ
ル
大
瓦
落
ニ
引
替
ヘ

麻
糸
ノ
反
対
ニ
暴
騰
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
当
業
者
ハ
前
途
ヲ
懸
念
シ
警
戒
怠

サ
ル
ニ
依
リ
製
織
手
控
ヘ
ハ
採
算
上
不
引
合
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
」
、

十
一
月
「
高
値
ナ
カ
ラ
モ
取
引
行
ハ
レ
シ
モ
倍
々
原
糸
ノ
暴
騰
ニ
依
リ

製
織
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ス
」
と
記
述
し
て
い
る
（

13
）

。
す
な
わ
ち
、
原
糸
価
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格
が
物
価
高
騰
で
獲
得
し
た
利
益
増

加
分
を
打
ち
消
す
ほ
ど
高
騰
し
た
た

め
、
生
産
量
を
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

原
糸
価
格
に
つ
い
て
は
手
元
に
資

料
が
な
い
た
め
分
か
ら
な
い
が
、
一
反

当

り

の

価

格

を

示

し

た

表

２
か

ら

価

格
高
騰
の
具
合
を
み
て
み
よ
う
。
表
を

み
る
と
、
日
露
戦
争
を
契
機
に
原
価
の

上
昇
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
は
、
上
布
・
着
尺
麻
布
が
三
円
以
上

に
達
し
て
い
る
が
主
力
で
あ
る
生
麻

布
・
晒
布
は
二
割
程
度
の
高
値
に
な
っ

て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
原
価
は
二
円
未
満

を
推
移
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
戦

勃
発
に
よ
り
生
麻
布
・
晒
布
原
価
は
約

四
円
に
ま
で
急
騰
し
、
短
期
間
で
二
倍

以
上
の
値
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
生
産
原
価
の
高
騰
は
麻
布
業
者
に

警
戒
心
を
抱
か
せ
る
に
は
充
分
で
あ

り
、
安
易
に
生
産
量
を
増
加
さ
せ
る
訳

に
は
い
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他

産
地
の
動
向
も
含
め
て
詳
細
に
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
生
産
シ
ェ
ア
の

低
落
は
当
時
の
相
場
動
向
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。 

 

更
に
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
反
動
恐
慌
も
あ
り
、
状
況
は
一

層
深
刻
に
な
っ
た
。
現
存
し
て
い
る
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
度
の

報
告
書
は
改
善
の
兆
し
が
な
か
な
か
み
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。 

 

史
料
３
「
組
合
ヲ
組
織
セ
ル
営
業
ニ
関
ス
ル
商
況
」（
14
） 

本
年
度
ノ
生
産
ハ
昨
年
度
ニ
比
シ
少
部
分
ノ
減
産
ヲ
見
タ
ル
ハ
前

年
ノ
需
用
期
ニ
際
シ
惨
タ
ル
下
落
ヲ
見
タ
ル
結
果
一
般
機
業
家
ハ

杞
憂
ノ
念
去
リ
ガ
タ
ク
製
織
控
ヘ
ヲ
成
シ
タ
ル
ニ
依
ル
ナ
レ
ド
製

品
ノ
大
部
分
ハ
従
来
ノ
綿
麻
交
織
物
ハ
前
年
来
ヨ
リ
漸
次
的
後
退

シ
本
年
ノ
如
キ
ハ
或
ル
種
ノ
製
品
ヲ
除
ク
ノ
外
全
部
純
麻
品
ニ
復

活
セ
シ
ハ
原
糸
ノ
豊
富
ト
健
実
ナ
ル
製
織
ハ
安
全
地
帯
ニ
属
ス
ル

結
果
ナ
リ
ト
一
般
機
業
家
ノ
思
意
タ
ル
ニ
依
ル
ハ
麻
布
組
合
ト
シ

テ
喜
ブ
ベ
キ
事
ナ
リ
。
本
年
商
況
ノ
概
略
ハ
前
年
九
、
十
月
悲
惨

ナ
ル
下
落
后
十
二
月
末
幾
分
ノ
値
上
リ
ヲ
見
テ
本
年
二
月
ニ
至
リ

大
凡
二
割
強
ノ
昇
騰
ト
ナ
リ
其
間
約
半
数
以
上
ノ
取
引
行
ハ
レ
シ

モ
三
月
ニ
至
リ
漸
次
下
落
ニ
下
落
ト
引
続
キ
前
年
ト
同
様
六
、
七

月
頃
ニ
ハ
大
暴
落
ト
ナ
ル
ト
同
時
ニ
取
引
殆
ン
ト
皆
無
ノ
状
態
ニ

シ
テ
愈
モ
ス
レ
ハ
投
売
的
ノ
悲
惨
商
況
ト
ナ
リ
生
産
地
ニ
於
テ
二

分
通
リ
ノ
残
品
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
然
レ
ト
モ
十
一
月
ニ
至
リ
一
割
強

ノ
値
上
リ
ヲ
見
テ
幾
部
分
ノ
買
□
相
場
ヲ
見
テ
取
引
ヲ
為
シ
ツ
ゝ

越
年
セ
リ 

  

こ
の
よ
う
に
、
日
露
戦
後
恐
慌
を
境
に
滋
賀
県
麻
布
業
の
盛
衰
を
み

表２
種類
年度 生産量（反） 生産額（円） １反当り（円） 生産量（反） 生産額（円） １反当り（円）
明治30（1897） 168,227 256,465 1.52 6,860 9,477 1.38
　　　33（1900） 342,637 531,821 1.55 1,750 3,234 1.85
　　　36（1903） 251,666 303,718 1.21 1,042 1,553 1.49
　　　39（1906） 446,722 844,076 1.89 2,547 5,558 2.18
　　　42（1909） 369,657 684,167 1.85 1,128 3,338 2.96
　　　45（1912） 360,781 691,183 1.92 10,588 34,421 3.25
大正　4（1915） 218,372 406,927 1.86 16,744 26,841 1.60
         7（1918） 215,939 869,097 4.02 5,984 32,193 5.38
       10（1921） 105,688 529,829 5.01 9,457 69,000 7.30

（出所）、（注）表1と同様

滋賀県産麻布の生産額と１反当りの価格
生麻布・晒布 上布・着尺麻布
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る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
末
期
ま
で

は
、
問
屋
制
生
産
の
も
と
で
半
洋
生

平
や

絣
類
を

主
力
製
品
と
し
て

拡

大
を
図
っ
て
き
た
が
、
景
気
変
動
や

原
糸
相
場
の
急
変
に
、
麻
布
業
者
ら

は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

そ
の
様

子
は
麻
布
業
者
数
の
動

向

か
ら
も
伺
え
る
。
表
３
は
業
者
数
の

推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先

の
生
産
量

の
動
向
と
呼
応
す
る

形

で

全
業

種
と
も
減
少
傾
向
と
な

っ

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
日
露
戦
後
に

お
け
る
減
少
の
度
合
が
著
し
い
。
製

造
業
（
仕
入
屋
）
や
内
機
業
（
自
己

で
原
料
・
資
金
調
達
を
し
て
製
織
を

行
な
う
）
だ
け
で
な
く
、
買
次
商
・

行
商
・
仲
買
人
と
い
っ
た
売
買
業
ま

で
も
が
半
分
以
下
に

ま
で

急
激
に

落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
時
期
、
座

布
団
地
や
夜
具
地
、
前
掛
地
な
ど
の

新
製
品
の
開
発
や
、
東
京
・
大
阪
と

い
っ
た
大
都
市
圏
と
北
陸
・
四
国
・

九
州
へ

の
販
路
拡
大

と
い
っ
た
努

力
も
み
ら
れ
た
が
（

15
）

、
長
期
停
滞

を
脱
す
る
ま
で

に
は

至
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

二 

昭
和
期
に
お
け
る
麻
布
生
産
の
変
化 

  

昭
和
初
期
の
日
本
経
済
は
、
相
次
ぐ
恐
慌
の
発
生
に
よ
り
疲
弊
し
て

お
り
、
各
地
・
各
産
業
と
も
深
刻
な
打
撃
を
蒙
っ
た
。
滋
賀
県
麻
布
業

も
同
様
で
あ
り
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
金
融
恐
慌
で
は
「
近
江

銀
行
ノ
休
業
ハ
我
織
物
業
者
ニ
支
障
ノ
影
響
ア
ル
ヤ
モ
不
計
ト
存
候
」

と
先
行
不
安
と
な
り
、
「
生
産
ノ
調
整
ハ
勿
論
製
品
乱
売
ノ
場
合
ハ
延

イ
テ
集
散
市
場
ニ
影
響
甚
大
ニ
シ
テ
自
然
危
機
ニ
陥
ル
モ
ノ
ト

被
存

候
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
（

16
）

。
し
か
し
、
昭
和
恐
慌
以
後
、
滋

賀
県
麻
布
業
は
再
び
活
況
を
取
り
戻
す
。
本
節
は
、
昭
和
初
期
の
動
向

に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。 

 

表
４
は
、
昭
和
初
期
の
滋
賀
県
産
の
生
産
量
と
全
国
シ
ェ
ア
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
の
数
値
は
統
計
資
料
の
調
査
対
象
が
「
職

工
五
人
以
上
」
で
あ
る
た
め
実
際
の
県
内
生
産
量
よ
り
過
少
で
あ
り
、

広
幅
に
つ
い
て
は
数
値
の
記
載
が
な
い
た
め
省
略
し
て
い
る
。
し
か
し
、

全
国
に
お
け
る
滋
賀
県
産
の
位
置
付
け
を
み
る
上
で
は
充
分
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
表
を
み
る
と
、
昭
和
恐
慌
以
後
に
生
麻
布
・
晒
布
が
八
〜
九
割

も
の
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
中
戦
争
勃
発
後

は
戦
時
統
制
の
影
響
で
生
産
量
は
減
少
し
て
い
る
が
、
全
国
シ
ェ
ア
は

猶
も
高
い
。
縞
・
絣
は
低
位
だ
が
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
は
全
国
生

産
の
一
割
に
ま
で
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
滋
賀
県
麻
布
業
は

再
興
に
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

第
一
に
、
主
力
製
品
の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
表
５
は
昭
和
二
（
一
九

表３ （単位：人）
業種 明治34（1901） 明治42（1909） 大正6（1917） 大正13（1924） 昭和2（1927） 昭和8（1933）

製造業 738 358 237 266 221 112
内機業者 745 169 93 97 59 21
賃織業 9,864 7,983 5,843 4,769 3,878 1,748
売買業 239 100 68 82 65 20
小売業 35 29 3 - - -
麻糸業 102 56 38 56 32 5
晒業 15 11 11 11 12 7
仕立業 49 38 39 35 30 17
染業 52 47 31 34 28 9

合計 11,839 8,791 6,363 5,350 4,325 1,939
（出所）『近江麻布史』255・258・269頁、「近江麻布同業組合ノ県費補助事業41年10～12月ノ報告」（滋賀県庁所蔵）
　　　　「大正13年度近江麻布同業組合業務成績」（近江上布伝統産業会館所蔵）より作成

麻布業者数の推移
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二
七
）
年
と
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
製

品
別
生
産
量
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
、
昭
和
恐
慌
前
後
に
お
け
る
製
品
種

類
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。
既
に
『
近
江
麻

布
史
』
で
は
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
旧
製
・
半

洋
生
平
や
絣
類
の
減
産
が
激
し
く
、
廃
業
者

が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
こ
と
、
新
製
品
と
し

て
縮
絣
の
生
産
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
の
二
点

を
指
摘
し
て
い
る
（

17
）

。
し
か
し
、
他
製
品
の

減
少
と
は
反
対
に
、
ラ
ミ
ー
製
品
の
増
加
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

ラ
ミ
ー
は
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
苧
麻
と
は
別
種
類
で
、
熱
帯
・

亜
熱
帯
地
域
か
ら
輸
入
し
、
機
械
紡
績
が
施
さ
れ
た
。
ラ
ミ
ー
の
使
用

自
体
は
既
に
み
ら
れ
た
が
、
地
織
の
使
用
も
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、

昭
和
期
に
は
ラ
ミ
ー
紡
績
糸
の
使
用
が
増
大
し
、
主
力
製
品
が
生
平
・

絣
類
か
ら
ラ
ミ
ー
製
品
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

史
料
４
「
生
産
高
激
増 

犬
上
、
愛
知
両
郡
の
織
物 

ラ
ミ
ー
は
特
に
活

況
」（
18
） 

彦
根
税
務
署
調
査
に
よ
る
犬
上
、
愛
知
両
郡
内
十
一
月
中
の
織
物

生
産
高
は
消
費
税
課
税
価
格
に
し
て
、
麻
織
物
（
ラ
ミ
ー
）
の
四

万
四
千
七
百
五
十
二
円
を
筆
頭
に
絹
織
物
二
千
百
四
十
三
円
、
絹

綿
交
織
六
百
二
円
、
そ
の
他
八
百
三
円
計
四
万
八
千
三
百
円
で
前

年
同
月
に
比
べ
て
約
一
万
二
千
円
の
激
増
を
示
し
た 

こ
れ
は
イ
ン
フ
レ
景
気
来
の
見
越
か
ら
当
業
者
の
意
気
込
み
素

晴
ら
し
く
、
こ
と
に
ラ
ミ
ー
（
絹
麻
）
は
近
年
趣
向
に
投
じ
て

需
要
激
漸
増
し
、
近
江
産
ラ
ミ
ー
は
全
国
の
八
割
を
占
め
断
然

王
座
を
確
保
し
て
ゐ
る 

為
替
関
係
か
ら
原
料
暴
騰
し
製
品
安
で
未
だ
取
引
は
な
く
混
沌
状

態
だ
が
、
好
転
見
越
し
か
ら
生
産
は
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
ゐ
る 

  
ま
た
、
史
料
が
現
存
し
て
い
る
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
度
の
組

合
の
事
業
報
告
書
（

19
）

か
ら
は
、
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

や
や
長
文
な
の
で
重
要
な
箇
所
の
み
引
用
し
た
い
。
ま
ず
、
「
主
要
多
量

製
品
タ
ル
朝
鮮
移
出
ラ
ミ
ー
白
生
地
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ミ
ー
白

表５　滋賀県産麻布の種類別生産量　（単位：反）
種類 昭和2（1927） 昭和8（1933）

ラミー及丸洋生平 98,305 291,945
広幅ラミー生地 - 23,799
半洋生平 27,067 12,582
旧製生平 1,550 536
片麻生平 6,207 2,052
紺・白・赤苧絣 67,137 14,818
大・中・小絣 12,209 -
縮絣 - 23
綿麻混交織 435 -
座布団・夜具地など 18,900 6,263
片麻綛打 - 14,495

合計 231,810 366,513
（出所）『近江麻布史』270～271頁より作成
（注）「片麻綛打」には広幅も含む  

表４
種類
年度 全国（反） 滋賀県（反） 比率（％） 全国（反） 滋賀県（反） 比率（％）
昭和　1(1926) 80,984 48,884 (60.4) - - -
　　　　4(1929) 427,099 188,118 (44.0) 112,829 1,000 (0.9)
　　　　7(1932) 281,414 273,164 (97.1) 110,962 2,100 (1.9)
　　　10(1935) 609,171 529,031 (86.8) 176,110 22,305 (12.7)
　　　13(1938) 324,706 302,581 (93.2) - - -

（出所）各年『工場統計表』より作成

滋賀県産麻布の生産量と全国比率（昭和初期）
小幅生麻布・晒布 小幅縞・絣麻布
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生
地
が
当
時
の
主
力
製
品
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
婦
人
向

清
凉
着
尺
ノ
寵
児
麻
縮
絣
ハ
本
年
五
割
方
ノ
増
産
ヲ
示
メ
シ
タ
ル
モ
数

年
来
ノ
研
鑚
努
力
ノ
実
ハ
結
バ
レ
確
実
ニ
其
ノ
技
巧
的
真
価
ハ
認
メ
ラ

レ
斬
新
奇
抜
ナ
ル
組
織
ニ
柄
ニ
需
用
者
ノ
嗜
好
ヲ
買
ヒ
高
級
盛
夏
服
飾

界
ノ
人
気
ノ
焦
点
ハ
集
中
シ
手
持
一
掃
ノ
好
績
ヲ
挙
ケ
」
や
、
そ
の
他

「
座
布
団
夜
具
地
ハ
生
産
ニ
於
テ
ハ
大
差
ナ
キ
モ
組
織
及
柄
ハ
各
市
場

ノ
意
嚮
ヲ
基
調
ト
シ
テ
ノ
変
化
ヲ
見
壁
、
ポ
ー
ラ
縮
等
ノ
変
リ
織
激
増

シ
之
レ
又
順
調
ナ
ル
経
過
ニ
終
始
シ
タ
リ
」
と
新
製
品
の
縮
絣
も
着
実

に
評
価
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
「
白
絣
、
紺
絣
、
生
平
等
各
品
ヲ
通
ジ

二
割
方
ノ
減
産
ニ
品
逼
迫
ヲ
告
ケ
タ
ル
カ
独
リ
内
地
向
き
ぬ
麻
ハ
需
用

減
退
ニ
幾
分
ノ
明
朗
ヲ
欠
キ
タ
ル
ノ
感
ア
リ
」
と
明
治
期
の
主
力
製
品

は
不
振
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。 

 

ラ
ミ
ー
紡
績
糸
の
原
料
が
主
体
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
原
料
の
変
化
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
昭
和
期
の
滋
賀

県
麻
布
業
の
大
き
な 

 

そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
、
の
変
化
を
可
能
に
し
た
の
が
力
織
機
化
の
進

展
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
ぎ
の
新
聞
記
事
に
重
要
な
記
述

が
あ
る
の
で
掲
げ
よ
う
。 

 

史
料
５
「
古
典
趣
味
の
も
の
が
目
立
つ
て
愛
用
さ
る 

愛
知
川
地
方
織
物
、

夏
物
の
王
座 

来
年
度
の
傾
向
打
診
」（
20
） 

湖
東
愛
知
川
、
能
登
川
地
方
を
中
心
と
し
て
織
り
出
さ
れ
る
夏
物

の
王
座
―
座
布
団
、
着
尺
地
の
来
夏
流
行
意
向
調
査
隊
が
能
登
川

工
業
試
験
場
蒔
田
技
師
以
下
各
技
手
、
各
織
物
業
者
な
ど
に
よ
つ

て
組
織
せ
ら
れ
わ
が
国
経
済
の
中
枢
を
な
す
大
阪
、
京
都
の
問
屋
、

デ
パ
ー
ト
へ
出
張
、
今
夏
の
流
行
の
結
果
と
来
年
度
の
傾
向
打
診

を
行
つ
て
ゐ
た
が
そ
の
結
果 

柄
行
―
古
典
趣
味
の
も
の
が
一
際
目
立
つ
て
愛
用
さ
れ
る
、
こ
れ

は
生
活
の
部
分
が
急
テ
ン
ポ
に
趣
味
的
売
度
を
加
へ
つ
ゝ
あ
る

時
で
あ
り
、
特
に
わ
が
国
服
飾
界
が
一
九
三
五
、
六
年
の
国
際

危
機
を
前
に
し
満
州
国
の
出
現
な
ど
に
よ
り
自
由
、
躍
動
、
豪

華
を
生
命
と
す
る
感
じ
の
も
の
が
柄
に
色
に
適
し
御
所
解
、
謡

曲
、
シ
ボ
リ
風
の
も
の
が
歓
迎
さ
れ
て
ゐ
る
。 

模
様
と
色
彩
―
色
彩
の
模
様
の
活
躍
が
重
視
さ
れ
来
り
様
式
が
こ

れ
に
附
随
す
る
と
い
つ
た
決
定
的
な
色
彩
相
を
要
求
さ
れ
両
者

が
相
伝
り
新
流
行
様
式
を
作
る
傾
向
に
あ
る
。 

地
風
―
変
化
の
あ
る
触
感
の
よ
い
も
の
、
動
的
な
も
の
が
喜
ば
れ

平
面
よ
り
立
体
へ
と
進
ん
で
ゐ
る
。 

な
お
家
内
工
業
的
に
織
機
を
も
つ
て
手
織
さ
せ
て
ゐ
た
湖
東
の
手

織
業
も
特
殊
な
趣
味
品
々
を
除
い
て
は
明
朗
で
安
価
な
柄
、
色
と

も
に
よ
い
動
力
織
機
が
時
代
の
波
に
の
つ
て
完
全
に
手
織
機
を
ノ

ツ
ク
ア
ウ
ト
し
産
地
と
し
て
の
統
制
を
は
か
る
上
に
も
動
力
機
に

よ
つ
て
統
一
す
る
の
必
要
が
あ
り
、
こ
ゝ
に
も
時
代
の
反
映
を
は

つ
き
り
と
示
し
て
ゐ
る 

  
記
事
の
前
半
は
夏
向
麻
布
製
品
の
流
行
に
つ
い
て
で
あ
り
、
当
時
の

消
費
者
の
趣
向
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
て
興
味
深
い
。
し
か
し
、

後
半
の
手
織
機
か
ら
力
織
機
へ
の
転
換
を
報
じ
て
い
る
点
が
こ
こ
で
は

重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
滋
賀
県
統
計
書
』
か
ら
織
機
台
数
の
デ
ー
タ
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を

示

す

こ

と

で

、

新

聞

記

事

の

根

拠

を

簡

単

に

み

て

み
よ
う
。
表
６

は

手

織

機

と

力

織

機

の

台

数

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

ず

、

力

織

機

台

数

は

前

年

度

ま

で

ゼ

ロ

で

あ

っ

た

の
が
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
度
に
は
二
十
四
台
と
記
載
さ
れ
、
昭

和
期
に
な
っ
て
か
ら
は
三
百
台
以
上
に
ま
で
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
も
、
昭
和
恐
慌
以
後
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
反

対
に
、
手
織
機
台
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ

て
三
分
の
一
以
下
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県

麻
布
業
に
お
け
る
力
織
機
化
は
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
本
格
化
し
た

の
で
あ
り
、
農
家
副
業
を
主
体
と
し
た
問
屋
制
か
ら
力
織
機
に
よ
る
工

場
制
へ
と
産
業
構
造
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
（

21
）

。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
賃
織
業
が
重
要
な
農
家
所
得

源
と
し
て
堅
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
見
落
と
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
次

ぎ
の
新
聞
記
事
を
み
て
み
よ
う
。 

 

史
料
６
「
麻
布
工
業
界
朗
話 

家
内
工
業
と
し
て
農
村
に
復
活 

神
崎
、

愛
知
郡
地
方
に
副
業
と
し
て
再
現
」（
22
） 

神
崎
、
愛
知
方
面
は
全
国
第
一
位
の
麻
布
産
地
と
し
て
有
名
で
あ

る
が
近
年
経
済
機
構
の
変
遷
に
伴
つ
て
大
資
本
家
の
独
占
事
業
の

如
き
観
を
呈
し
往
昔
の
家
内
工
業
と
し
麻
布
工
業
は
見
る
影
も
な

い
有
様
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
農
村
不
況
の
折
柄
こ
れ
を
副
業
と
し

て
再
び
農
家
の
手
に
取
り
戻
さ
う
と
の
見
地
か
ら
か
ね
て
郡
農
会

を
始
め
各
系
統
機
関
で
計
画
中
で
あ
つ
た
が
た
ま
た
ま
各
工
場
で

も
近
来
素
晴
ら
し
い
景
気
で
手
不
足
を
感
じ
て
ゐ
る
折
柄
と
て
こ

れ
を
歓
迎
し
五
日
午
前
十
時
半
か
ら
近
江
麻
布
同
業
組
合
主
催
の

も
と
に
愛
知
川
町
の
同
組
合
事
務
所
で
協
議
会
を
開
催
神
崎
、
愛

知
両
郡
農
会
、
県
立
工
業
試
験
場
そ
の
他
関
係
各
町
村
勧
業
主
任

ら
列
席
協
議
の
結
果 

ま
づ
本
月
三
十
一
日
ま
で
を
期
間
と
し
て
神
崎
郡
は
北
五
ヶ
荘
、

愛
知
郡
は
八
木
村
の
二
ヶ
所
で
麻
布
製
織
伝
習
会
を
開
催
、
今

後
も
随
時
各
地
で
伝
習
会
を
開
催
し
て
近
代
的
な
製
織
法
を
広

く
伝
習
し
郡
農
会
、
工
業
試
験
場
も
指
導
或
は
各
種
の
斡
旋
に

乗
り
出
し
各
工
場
と
提
携
し
て
家
内
工
業
と
し
て
の
麻
布
工
業

を
復
活
せ
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た 

な
ほ
伝
習
会
は
近
江
麻
布
同
業
組
合
か
ら
一
日
二
十
銭
づ
つ
の
弁

当
代
と
若
干
の
手
間
賃
を
支
給
、
成
績
優
良
者
に
は
知
事
賞
を
始

め
郡
農
会
、
同
業
組
合
か
ら
も
賞
品
を
授
与
す
る
こ
と
に
な
つ
て

を
り
、
い
よ
い
よ
農
村
に
も
、
麻
布
工
業
界
に
も
朗
ら
か
な
春
が

兆
し
た 

 

表６ 滋賀県麻布業における手織機・力織機台数
年度 手織機（台） 力織機（台）

大正 5（1916） 8,172 0
6（1917） 7,883 0
7（1918） 7,544 0
8（1919） 7,320 0
9（1920） 6,654 24
10（1921） 6,551 34
11（1922） 5,871 67
12（1923） 5,606 85
13（1924） 5,377 113
14（1925） 5,155 182

昭和 1（1926） 4,849 290
2（1927） 4,615 174
3（1928） 3,777 261
4（1929） 3,188 351
5（1930） 3,050 685
6（1931） 2,406 445
7（1932） 2,139 331
8（1933） 1,813 391
9（1934） 1,585 579
10（1935） 1,554 722

（出所）各年『滋賀県統計書』より作成
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事
業
の
成
果
や
継
続
期
間
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
麻
布

賃
織
業
が
疲
弊
し
て
い
た
湖
東
地
方
農
村
の
活
性
化
に
不
可
欠
だ
と
い

う
認
識
は
、
産
業
構
造
が
変
化
し
て
も
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
滋
賀
県
麻
布
業
は
、
戦
争
激
化
に
つ
れ
て
戦
時
統

制
下
に
組
み
込
ま
れ
、
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
幾
つ
か
の
史
料
と
統

計
デ
ー
タ
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
充
分
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
生
産
動

向
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
き
た
。
本
稿
の
要

点
を
整
理
す
る
と
、
懸
命
な
組
合
活
動
を
通
じ
て
明
治
三
〇
年
代
に
最

盛
期
を
迎
え
た
が
、
日
露
戦
後
以
後
は
景
気
変
動
や
原
糸
価
格
の
影
響

に
よ
り
生
産
量
・
機
業
戸
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
長
期
停
滞
に
陥
っ
た

こ
と
、
力
織
機
の
導
入
は
明
治
末
期
か
ら
み
ら
れ
た
が
、
本
格
化
す
る

の
は
昭
和
恐
慌
以
後
で
あ
り
、
苧
麻
、
亜
麻
、
大
麻
に
よ
る
生
平
や
絣

類
か
ら
ラ
ミ
ー
紡
績
糸
に
よ
る
白
生
地
、
縮
絣
へ
と
主
力
製
品
が
変
化

し
た
こ
と
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
、
農
家
所
得

や
雇
用
の
面
で
賃
織
業
は
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
停
滞
期
に
お
い
て
組
合
や
買
次
商
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
し

た
の
か
、
昭
和
期
に
力
織
機
化
を
促
進
さ
せ
た
要
因
は
何
か
と
い
っ
た

重
要
な
点
は
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
今
後
検
討
す

べ
き
課
題
と
し
た
い
。 

  

註 （

1
）
小
倉
栄
一
郎
『
湖
国
の
地
場
産
業
』
（
サ
ン
ブ
ラ
イ
ト
出
版 

一
九
八

四
年
）
は
県
内
各
地
の
地
場
産
業
の
特
徴
や
産
業
構
造
、
現
状
な
ど
を

具
に
記
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。 

（

2
）
江
頭
恒
治
「
明
治
以
後
の
高
宮
布
」
（
『
彦
根
論
叢
』
第
六
十
三
号 

一

九
六
〇
年
）
。
ま
た
、
近
世
期
に
つ
い
て
は
、
同
「
高
宮
布
考
」
（
『
彦

根
論
叢
』
第
五
十
九
・
六
十
・
六
十
一
号
、
人
文
科
学
特
集
第
十
号
合

併 

一
九
五
九
年
）
、
同
「
続
高
宮
布
考
」
（
『
彦
根
論
叢
』
第
六
十
二

号 

一
九
五
九
年
）
で
、
布
屋
（
布
仕
入
屋
）
に
よ
る
問
屋
制
生
産
や
、

流
通
経
路
・
仕
上
段
階
に
お
け
る
京
都
の
問
屋
・
近
江
商
人
と
の
結
び

つ
き
、
彦
根
藩
に
よ
る
藩
専
売
制
の
挫
折
な
ど
に
つ
い
て
論
及
し
て
い

る
。 

（

3
）
彦
根
市
『
彦
根
市
史 

下
冊
』
（
同
所 

一
九
八
七
年
）
三
二
四
〜
三

二
六
頁
。 

（

4
）
近
江
麻
布
編
纂
委
員
会
編
、
渡
辺
守
順
本
文
・
解
説
『
近
江
麻
布
史
』

（
雄
山
閣
出
版 

一
九
七
五
年
） 

（

5
）
『
近
江
麻
布
史
』
一
八
八
〜
一
八
九
頁 

（

6
）
『
近
江
麻
布
史
』
二
五
五
〜
二
五
六
頁 

（

7
）「
明
治
三
十
七
年
度
県
費
補
助
下
付
ノ
件 

浜
縮
緬
同
業
組
合
ヲ
除
ク
各

申
請
書
共
」
（
滋
賀
県
庁
所
蔵
、
愛
知
川
町
史
編
さ
ん
室
付
番
県
庁
文
書

ID
番
号
（
以
下
、
愛
知
川
町
史
県
庁
文
書

ID
）
五
〇
一
二
） 

（

8
）
『
近
江
麻
布
史
』
三
一
九
〜
三
二
二
頁 

（

9
）
「
近
江
麻
布
同
業
組
合
ノ
四
四
年
七
月
〜
九
月
ノ
業
務
状
況
並
収
支
ノ

報
告
」
（
滋
賀
県
庁
所
蔵
、
愛
知
川
町
史
県
庁
文
書

ID
五
〇
一
二
） 

（

10
）
「
近
江
麻
布
同
業
組
合
ノ
四
四
年
十
月
〜
十
二
月
ノ
業
務
状
況
並
収
支
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ノ
報
告
」
（
滋
賀
県
庁
所
蔵
、
愛
知
川
町
史
県
庁
文
書

ID
五
〇
四
七
） 

（

11
）
「
近
江
麻
布
同
業
組
合
補
助
事
業
成
績
等
状
況
報
告
（
一
月
〜
三
月
）
」

（
滋
賀
県
庁
所
蔵
、
愛
知
川
町
史
県
庁
文
書

ID
五
〇
五
一
） 

（

12
）
「
近
江
麻
布
同
業
組
合
補
助
事
業
成
績
等
状
況
報
告
（
四
月
〜
六
月
）
」

（
滋
賀
県
庁
所
蔵
、
愛
知
川
町
史
県
庁
文
書

ID
五
〇
五
二
） 

（

13
）
『
近
江
麻
布
史
』
二
六
〇
〜
二
六
一
頁 

（

14
）「
大
正
十
三
年
度
近
江
麻
布
同
業
組
合
業
務
成
績
報
告
書
」
（
近
江
上
布

伝
統
産
業
会
館
所
蔵
） 

（

15
）
『
近
江
麻
布
史
』
二
六
〇
頁 

（

16
）
『
近
江
麻
布
史
』
二
七
一
頁 

（

17
）
『
近
江
麻
布
史
』
二
七
三
頁 

（

18
）
大
阪
朝
日
新
聞
滋
賀
版 

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
十
二
月
九
日
付
。

本
文
中
の
「
一
万
二
千
円
」
の
「
二
」
は
、
現
史
料
で
は
「
三
」
に
も

見
え
、
判
読
が
難
し
い
が
、
本
稿
で
は
「
二
」
と
み
な
し
た
。 

（

19
）
「
昭
和
十
二
年
度
近
江
麻
布
同
業
組
合
業
務
成
績
」
（
滋
賀
県
庁
所
蔵
、

愛
知
川
町
史
県
庁
文
書

ID
七
三
〇
二
） 

（

20
）
大
阪
朝
日
新
聞
滋
賀
版 

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
九
月
七
日
付 

（

21
）
江
頭
氏
は
手
織
機
台
数
が
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
頃
か
ら
減
少
し
て

い
る
原
因
と
し
て
、
明
治
末
期
に
お
け
る
力
織
機
化
に
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
（
江
頭
「
明
治
以
後
の
高
宮
布
」
一
〇
頁
）
。
し
か
し
、
本
文
で

述
べ
た
よ
う
に
、
力
織
機
化
の
影
響
よ
り
は
寧
ろ
景
気
の
急
変
と
原
糸

相
場
の
高
騰
に
よ
る
生
産
量
の
減
少
、
不
採
算
業
者
の
続
出
が
手
織
機

台
数
減
少
の
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
と
看
做
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

（

22
）
大
阪
朝
日
新
聞
滋
賀
版 

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
三
月
七
日
付 

付
記 

本
稿
作
成
に
際
し
、
史
料
収
集
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
愛
知
川
町
史
編
さ

ん
室
の
方
々
に
対
し
て
感
謝
を
申
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
稿
で
紹
介
し
た
史

料
の
旧
体
字
・
異
体
字
は
す
べ
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。 

 

（
愛
知
川
町
史
執
筆
委
員
（
近
現
代
史
部
会
）
） 

                   


